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石沢睦夫さん

　
元
陸
上
自
衛
隊
員
の
石
沢

さ
ん
は
、
災
害
救
援
の
経
験

を
生
か
し
、
過
去
五
回
、
パ

キ
ス
タ
ン
な
ど
を
訪
問
。
ジ

ャ
ワ
島
中
部
地
震
で
も
五
月

末
か
ら
十
五
日
間
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
生
活
や
医
療
活
動

の
世
話
を
す
る
調
整
員
と
し

て
、
支
援
に
あ
た
っ
た
。

　
同
じ
時
期
、
同
校
の
生
徒

会
も
「
ジ
ャ
ワ
島
に
救
援
物

資
を
送
ろ
う
」
と
学
校
ぐ
る

み
で
支
援
を
計
画
。
二
年

高
田
家
康
さ
ん
（
1
3
）
が
中
心

と
な
り
、
集
ま
っ
た
タ
オ
ル

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
段
ボ
ー

ル
箱
四
箱
分
を
現
地
に
送
っ

た
。

　
両
者
を
つ
な
い
だ
の
は
七

月
、
中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
三
年
村
上
浩
興
さ
ん
（
1
4
）

の
作
文
だ
っ
た
。
「
学
校
を

あ
げ
て
の
救
援
活
動
を
誇
り

に
思
う
」
と
い
う
文
章
が

石
沢
さ
ん
の
胸
に
届
き
、

現
地
の
実
情
を
伝
え
る
写

真
と
手
紙
が
学
校
に
送
ら
れ

て
き
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
交
流
が
始

ま
り
、
校
舎
の
廊
下
に
は
今

も
、
崩
れ
た
家
屋
や
小
学
校

な
ど
の
写
真
十
枚
が
掲
示
さ

れ
て
い
る
。
電
話
な
ど
で
や

り
と
り
を
重
ね
、
九
月
末
に

は
石
沢
さ
ん
を
招
い
た
講
演

会
も
開
い
た
。

　
　
「
若
者
の
取
り
組
み
は
心

強
い
。
国
際
感
覚
の
優
れ
た

大
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

石
沢
さ
ん
。

写
真
に
説
明

大
勢
の
人
に

生
徒
会
長
の

（
1
5
）
は
「
壁

ん
な
が
ボ
ー
っ

え
る
き
っ
か

い
」
と
意
架

古
沢
さ
ん
、
村
上
さ
ん
、
高
田
さ
ん
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